
第五回留学報告書
明⽯晃⼀

はじめに

　セントアンドリュース⼤学医学部の明⽯晃⼀です。さて、怒涛の学期末試
験が終了し、ぬくぬくした気分に浸っており、現在は久⽅ぶりの⽇本への⼀
時帰国の経由地パリにてこの報告書を急いで仕上げております。循環器と呼
吸器がテーマの学期でしたが、過去⼀の労⼒であったように感じます。ここ
から⼀ヶ⽉、故郷⽇本にて徹底的に⽻根を伸ばす所存です。

学習

　前述の通り、今学期の前半は⼼臓周りの循環器 (Cardiovascular System) に焦
点が置かれ、解剖学から病理、⼼電図の解析⽅法などを学んだ上、胎児にお
ける循環器構造などのテーマもざっとさらったのち、不整脈や⼼不全などの
⼼疾患に関連する薬理の学習を⾏いました（以下はノートの切り抜き）：



　余談ですが、⼆枚⽬のような薬理の内容をノートにとっていると、英語の
オートコレクト機能が端から端まで薬剤名に⾚波線を⼊れてきて、正しいス
ペリングが出来たかのチェックが完全に⼈⼒に依存するという事になり、⼤
変滑稽でした。
　学期後半はテーマが呼吸器 (Respiratory System) に移り、前半に扱った循環
器のテーマと絡めながらガス交換の仕組みや気管、気管⽀、肺の構造や病理
を扱いました。

　基本的に⾃分は暗記は苦⼿ではない⽅だと思っているのですが、PDFにし
て百枚程度のこの情報量だったので、流⽯に⾻が折れました。とりあえず筆
記試験及び解剖学実習試験は、事故もなく終えることが出来たと思うので
（診断系 (?: diagnostic questions) は⾮常に難しく感じましたが）、ひとまず落
ち着いた気持ちでホリデー突⼊です。



　また今学期は、昨年とは打って変わり全⽇の病院実習が東スコットランド
各地域の病院で⾏われ、⼆週間に⼀度のペースで様々な病院の様々な科を回
ることになりました。私が住む Leven という街にある Randolph Wemyss 
Memorial Hospital  では、”Health Visiting Team” というものの⾒学という情報
だけを持って実習先に向かったところ、地区周辺の⽣後五ヶ⽉の⾚ちゃんの
成⾧経過観察及びその時点での両親の養育に関する疑問に答えるという訪問
の付き添いをしたのがとても⾯⽩かったです（可愛かったです）。別の 
Cupar という街にある Adamson Hospital では、午前中は Minor Injury Unit (⽇
本語で何というか調べても出てきませんでした）というステーションを回
り、指の⾻折や⽿の不具合の治療にあたる GP (General Practitioner) の先⽣に
ついて、実際にX線の写真を⾒せられて「はいここの構造名は？」「どの部
分に亀裂がある？」などの唐突なクイズを出されつつ、戦々恐々としつつも
実りのある経験をすることが出来ました。病院実習の頻度は学年が上がるに
つれて⾼くなってくるので、体⼒的な⾯でも学習⾯においても、実践的な環
境に慣れる訓練を更に積んでいこうと思いました。

課外活動

　嬉しい報告なのですが、国際応⽤情報学研究機構  (IIAI: International 
Institute of Applied Informatics) の開催する国際学会 International Congress on 
Advanced Informatics 2023 (Bali, Indonesia) に提出した論⽂が無事に査読を通り、
ファーストオーサーとして⼈⽣で初めての論⽂を投稿することが出来まし
た。今回の件は初めに、東京⼯業⼤学の⾼松邦彦教授よりお話を頂き、神戸
常盤⼤学の⽜頭哲宏教授がJSPS科研費22K02731の助成を受けた研究チーム
（https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-22K02731/）に加えて頂い
たところから話が始まりました。当初は開発のお⼿伝いという内容で、⽜頭
教授が受け持つモジュールで⾏っている採点業務の全⾃動化を⽬標に、私が
プログラムを実装したという流れになります。しかしそののち、今回の開発
内容に係る研究記録をそのまま論⽂にし、如上の国際学会に投稿しないかと
いうお話をお⼆⼈から頂き、加えて共同研究者の伊藤響⽒ （ヘルシンキ⼤
学）、今井匠太朗准教授（東京⼯業⼤学）、松本清准教授（東京⼯業⼤
学）、村上勝彦⽒（東京⼤学）、計七名のお⼒を借りつつ、⼀本の論⽂を仕
上げることが出来ました。そしてそれが無事に査読にも通り、今⽉⼗三⽇に
インドネシアでの国際学会で発表を⾏いました（残念ながら私⾃⾝はフライ



トの都合上イギリスからオンラインでのプレゼンテーションとなりました
が）。
　以下、投稿した論⽂の詳細になります：

Title: Fully Automated System for the Marking and Quantitative Assessment of 
Reading Skills of Students Based on Abridgement

Authors: Koichi Akashi (University of St Andrews), Hibiki Ito (University of 
Helsinki), Kunihiko Takamatsu (Tokyo Institute of Technology), Shotaro Imai (Tokyo 
Institute of Technology), Sayaka Matsumoto (Tokyo Institute of Technology), 
Katsuhiko Murakami (University of Tokyo), Tetsuhiro Gozu (Kobe Tokiwa 
University).

Abstract: Systematic methodology to develop and cultivate the reading capabilities of 
pupils and students in school education with sufficient efficacy is widely considered 
quintessential. Nevertheless, it has been suggested that doing so would require 
educators to pay out a large amount of time and labor in monitoring them and 
marking their submissions. Furthermore, it has been a prominent challenge to 
establish the quantitative approach to assess their reading skills assisted only by the 
conventional methods such as summarizing, whose model answers are prone to a 
huge variability. To confront that issue, this research focused on a newly suggested 
method called “abridgement”, and attempted to lay the foundation of an automated 
system that enables educators to complete the whole procedures other than creating a 
model answer, as well as proffering a sprinkling of statistical information that could 
be utilized for future researches, in a fully computerized fashion. 

Status: in press

　またこれに引き続き、同学会のジャーナルへの論⽂の投稿のお話も頂いて
おり、これが無事に査読に通れば晴れていきなりファーストオーサーとして
⼆本⽬の論⽂となります。冬季休暇の時間を利⽤して仕上げてしまいたいと
思っています。更に同時並⾏で共同研究者の伊藤⽒（ヘルシンキ⼤学）が論
⽂を電気学会に投稿しており、そこにはセカンドオーサーとして私の名前が
掲載されております。学⼠の早い段階でこのような経験が出来ることは無論
⾮常に貴重な機会ですし、更にその道のプロの⽅々の⼿厚い⽀援を受けつつ
このような実績を残すことが出来たことについては、⽌まらぬ感謝の念と共
に、正直に申せば⾃分の運の良さに⾃分で驚いています。
　



　⼀つ残念であったのは、⼗⽉半ばに予定していた教会コンサートが様々な
理由で延期になってしまったことです。とは⾔っても、私⾃⾝もシューベル
トのピアノソナタがギリギリ完成するかしないかのところだったので、時期
が伸びて助かったところもあります。少し余裕が出来たので、何故か知名度
がそこまで⾼くないもののとんでもなく美しいショパンの名作 Piano Sonata 
No.1: Larghetto を冬季休暇を利⽤して練習したいと思います。激しくオスス
メです：

　また、医学部の同級⽣の親友が私にヴァイオリンを教えてくれると⾔って
くれました。度々この報告書にも登場するカナダ⼈の友⼈です。彼とは放課
後も⾳楽史談義で無限に盛り上がれる上、試験直前は図書館で⽸詰を共にし
た戦友でもあり、本当に良い仲間を持ったものです。楽器⾃体は⼤学から無
料で借りることが出来るので、もう⼈⽣で触ることは出来ないのだろうな…
と悲観していた憧れの弦楽器を遅いながらも始める機会を得ました。ピアノ
と違って初⼼者が鳴らすと悲惨な⾳が出る上⾳階の境界が視覚化されていな
い⾮常に扱いの難しい楽器ですが（しずかちゃんの演奏は決して⼤袈裟では
ありませんでした）、⼀⽅でずっと強い興味を持っていた楽器ですので、
Better Late Than Never の精神でイギリスに戻り次第本格的に練習をしていこ
うと思います。ここのところずっと⼀⽇をバッハのシャコンヌを聴くところ
から始めていた⾃分にとっては、本当に堪らなく嬉しい話です。これまた⾃
分は、本当についていると思います。

https://www.youtube.com/watch?v=vL-NDDI4BfE


終わりに

⾃分の運の良さに関する⾔及を幾つかしましたが、第⼀のそれはこうして船
井財団より留学へ⼤きな⽀援を頂けているということです。私の経験全て
は、その上に成り⽴つドラマであると受け取っています。改めて、この場を
お借りして厚く御礼申し上げます。今夏のサンフランシスコの交流会でも⼤
変楽しい思いをさせて頂きましたが、年末の帝国ホテルで財団の皆様とお会
いできることを楽しみにしております。

おまけ：アルバム



　　　　　


